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要旨：本稿では、日本人大学生の自律学習を支援するために作成された「LearningHowtoLearn」
（試作版）の紹介を行う。

日本人が実用的な英語力を身につけるには、約2,000時間から5,000時間という長期間にわたる教
育が必要と言われている。しかしながら、現状の日本における英語教育で学習者に提供されている
教育時間数を見る限り、中学校から大学までの総教育時間数が736.4時間（Benesse教育研究開発
センター，2008b）という報告もあり、決して十分なものとは言えない状況にある。加えて、不足
分を補うだけの授業外学習が形成されているとも考えにくいことから、今後は、一人一人が自律し
た学習者として自らの英語学習を構築し、学習を継続できるように支援する必要がある。今回は、
その支援を具体的な形で提供するために試作した教材（ワークシート）について紹介する。
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１．はじめに

本稿は、筆者らが展開している自律英語学習

支援を主眼とした授業実践の核となる理論に

ついて、「自己調整学習」ならびに「セルフ・

コーチング」という２つのキーワードを基に解

説すると共に、現在、大学生向けに開発中のワ

ークシート「LearningHowtoLearn」の概要

について紹介するものである。

２．本授業実践の概要

2.1本授業実践の背景

ｑ長期間にわたる自律英賠学習の必要性
通常、日本人英語学習者が真に実用的な英語

力を獲得するには２，０００時間から５，０００時間と

いう長時間にわたる教育が必要と言われてい

る（中島，2006）が、中学校入学時から大学卒

業時までの英語授業に充てられる総時間数が

約736.4時間(Benesse教育研究開発センター，

2008b）となっていることを見れば、現実には

最低限必要とされる授業時間の約半分にも達

していないことが見て取れる。

必然的に、授業で確保できない１，０００時間以

上の学習時間は、学習者が授業外で独自に確保

していく必要があるわけであるが、小学生では

３割弱、中学２年生では６割強、高校２年生で

は８割近くが家庭学習を「ほとんどしない」と

答えていることを見れば（久富，2005)、授業

外での英語学習も殆ど行われていないものと

推測される。事実、中・高・大学生の授業外英

語学習時間（塾や家庭学習を含む）を見てみる

と（Benesse教育研究開発センター，2008a)、

中学生の約６８％、高校生の約７３％が英語学習

を日常的に「ほとんどしない」もしくは「30分

程度」と答えており、大学生に至っては、徳島

大学の場合、約８０％が「定期的な英語学習を行

っていない」と答えていることから（徳島大学，

2008)、授業外における英語学習は殆どされて

いないものと考えられる。

ここで問題としている約１，０００時間以上にお

よぶ「授業外における英語学習時間」について

もう少し考えてみると、その基となる2,000時

間という数値が教師などによる指導や授業（つ

まり、他者からの指導に基づく学習Guided

Learning）を想定しているものであることから、

学習者個人が独自に行う学習とは効率性の点

で全く異なるものと考えられる。特に、「分か

らないところがあればすぐに質問することが

できる｣、「間違いなどの訂正をその場で行って

もらえる」などの点で指導に基づく学習

（GuidedLearning）の方が効率的であること

を考えれば、学習者個人が独自に英語学習を展

開する場合には、おそらくは上記に示した２倍

程度の時間（つまり、約2,000時間）をかける

必要があるのかもしれない。

日本人が英語を身につけるのに必要な学習

時間には諸説あり、約３８０時間の学習時間で最

低限必要な外国語能力を身につけることがで

きる（CouncilofEurope，1992）とするもの

から数年に及ぶものまで様々である。しなしな

がら、「中学校から大学まで英語の授業を受け

てきたけど、全く英語が使えない」といった英

語教育に対する批判なども総合して考えると、
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最終的には、英語は日本人にとって難しい外国

語の一つであり、日本人が英語を身につけるに

は相当の時間をかけて学習を継続していく必

要があることは確かなようである。

・自律的な学習者の育成

次に、日本人学習者が授業内外で行う英語学

習内容およびその手法について見てみると、ほ

とんどが教師による指導を中心とした他律的

学習であり、例えば「学習者自らが学習プラン

を設計し、自らの手で英語学習を展開していく」

といった自律的なものとなっていないのが現

状のようである。

例えば、高校生の家庭における英語学習を調

査した結果（Benesse教育研究開発センター，
2008a）を見ると、高校生の４２．５％が「宿題と

次の授業の予習を行う」、２３．３％が「宿題と試

験前の学習のみを行う」、１０．６％が「試験前の

学習のみを行う」と答えており、実に全体の

76.4％が家庭での英語学習時に授業の予習や
宿題、定期試験のための勉強を行っていること

が分かる。

予習、宿題、テストは、教室と授業外学習を

接続し、円環的学習（竹内，2007,Spring）を
実践するための手法の一つであり、学習者が教

室で学んだことを授業外で再確認し、発展的に

学習を進めていくことを可能にすると考えら

れることから、それ自体何か問題であるという

ことは全く無い。むしろ、中・高生が授業の予

習や宿題、定期試験対策を中心に家庭学習を展

開していくことは至極当然のことであり、取り

立てて問題であるとは考えられない。しかしな

がら、授業の予習、宿題、定期試験対策のいず

れにしても、「教師が主導する形で英語学習が

展開されている」点ではさほど大差はなく、本

授業実践において重視している長期間にわた

る英語学習に必要な自律性を育成するという

点においては課題が残るものであり、長期的な

視点からみれば学習者の自律的な学習を育成

することが必要であると考える。

特に、大学入学後、更には大学卒業後も視野

に入れた長期にわたる英語学習を考えてみた

場合、学習者が常に誰かの指導・助言を得なが

ら学習を継続できるとは想定しにくく、むしろ、

学習者自らが自律した学習者として学習上の

課題に取り組んでいくことが求められること

の方が多いと考えられる。例えば、大学入学後

の学習について考えてみた場合、最初の約２年

間は教養科目として英語の授業を受講するこ

とも可能だが、基本的にはそれ以降は自らの専

門分野に関する学習に集中することになるた

めに、英語学習に十分な時間とエネルギーをか

けることは難しくなると思われるが、最終的に

英語学習を継続したいと思うのであれば、「ど

のようにして専門と英語学習を両立するか」に

ついて自分で考え、具体的な対応策を自らの力

で見つけ出す必要があるのである。また、この

ことは大学卒業後についても同じであり、就職
してからも継続して英語学習を続けるのであ

れば、「どのようにして仕事と英語学習を両立

するか」について自ら考えていかなければなら

ないのである。

このように、最終的には、学習者自らが学習

目標を設定し、情報を収集し、計画を立て、そ

の計画に沿って学習を展開し、必要に応じて学

習計画や目標を評価・修正するといった継続的

な自律的学習が重要な役割を担う（坂田福田，
2010）ことは明らかであり、自律的英語学習を

実践するための基盤を提供することが、大学に
おける英語教育の大きな役割の一つであると

考えられるのである。

2.2本授業実践の理舗的背景

今回取り上げる授業実践は、筆者らがＴ大学

の教養英語科目（｢基盤英語」１年生もしくは２

年生対象）で約１年前から実践しているもので

ある。同授業では、先にも述べたように、「学

習者が自律英語学習を実践するための基盤（特

に、学習方法の検討ならびに学習計画の策定）

を提供すること」を目的として授業を展開して

おり、具体的には以下に述べる自己調整学習

（Self-RegulatoryLearning）とセルフ・コー

チングという２つの考えに基づいて授業の構成

を行っている。

・自己調整学習について

伊藤（2008）が述べるように、自己調整学習

は、「自ら学ぶ力」（＝自律学習）に直結するも

のであり、「学習者が目標を達成するための一

連の能動的な学習プロセスであり、学習者が常

に自分の状態を積極的にモニタリングし、コン

トロールし、評価するプロセス」（畑野,2010,

p､６３)を意味するものである。

この一連のプロセスは、

･学習目標を設定する段階（予見段階）

･学習行動を行う段階（遂行段階）

･学習行動を評価する段階（自己内省段階）

によって構成されており（図ｌ)、予見段階で目
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標とそれを達成する方法・方略についての見通
しを立て、遂行段階でそのプランを具鋤体的な形

で実行すると共に進捗状況などに関するモニ

タリングを行い、続く自己内省段階において評

価・反省を行い、目標や方法・方略の噸修正など
を行うように構成されている。

図ｌ：自己調整学習プロセス

予見段階
く課題分析＞

１１標設定
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＜二
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適応的／防衛的

(畑野，2010,ｐ、６４）

自己調整学習理論は、学習者を「自らの学習

行動を調整・コントロールする潜在性を持つ者」
として能動的な視点から見つめ直し、これまで

に蓄積された学習研究、認知心理学、動機づけ
研究の知見を統合する枠組みを提示した点で

多くの分野に大きな影響を与えている。事実、

予見段階、遂行段階、自己内省段階というこれ

ら３つの段階は、人材育成などでよく言われる

PDCA（P1an-Do-See-Check）サイクルと似てい

る部分が多く、ビジネストレーニング、それに

本稿で扱う授業実践の基となっているセル

フ・コーチングにも大きな影郷を与えており、

その適用範囲の広さを伺い知ることが出来る。

”セルフ。コーチングについて

コーチングとは、「目標やテーマを設定しそ

れを実現する過程で、クライアントとコーチが

会話を重ね、その双方向のコミュニケーション

を通じて課題を解決していく」（伊藤,2002,ｐ

35)ことであり、具体的には、コーチとの対話

を通して得られる「気づき」が問題解決の原動

力になるとされている。

コーチングを理解する際によく引き合いに

出されるのがティーチングであるが、一見する

と混同しやすいように見えても、実は両者はお

互いに一線を画すものである。

テイーチングでは、問題や課題に対する答え
は基本的に「指導者側にある」という考えが前

提として存在し、教える側（指導者）が示す解

決策や対処法に従うことが当然のこととして

期待されるが、コーチングでは問題や課題に対

する答えは基本的に「相手の中にある」という
想定が前提として存在することから、コーチは

何かしらの指示・助言を提示したり、解決策を
示したりするようなことはしない。あくまでも

「支援者」として相手の話しにじっくり耳を傾

け・質問することで、相手が自分の目標や目標

を達成するための手段などに「気づく」ための

手助けを行うのである

ここで、コーチングのプロセスを見てみると、
一般的には図２に示すような、

将来像をイメージ

目標の設定

行動計画の立案

行動の実践

評価と修正

という５つのステップに分けられていることが

多いが、セルフ・コーチングにおいても同様の

ステップが採用されており（本間，2006)、双

方共に先に提示した自己調整学習プロセスと

共通する部分が多い。先に示した自己調整学習

プロセスを基に整理してみた結果を表ｌに示す

ことにする。

表ｌ：自己調整学習とセルフ・コーチング

･将来像をイメージ

予見段階 ・目標の設定

･行動計画の立案

遂行段階 ･行動の実践

自己内省段階 ･評価と修正

今回取り上げる授業実践では、クライアント

（つまり学習者）自らがコーチの役割を担うセ

ルフ・コーチングを基に授業設計を行っている

が、その理由としては、

（１）卒業後までも含めた長期的な視点から英

語学習支援を見た場合、誰かからの助

言・支援を常に期待できるとは限らない

ため、セルフ・コーチングなどの自己調

整学習を通して自力で学習を設計・管理
することが必要である
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図'２：コーチング・プロセス

● ●
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（２）セルフ・コーチングでは、コーチとの直

接的な対話を通して得られる気づきが

期待できないため、ワークシートに記載
された質問事項やエクササイズなどに

答えることで自らの気づきを促すが、こ
のワークシートが本授業内での学習設

計活動と授業外での英語学習を円環的
につなぐカギになると期待できる

という２点を挙げることができる。特に、本授

業においては「学習者が自律英語学習を実践す

るための基盤（特に、学習方法の検討ならびに

学習計画の策定）を提供すること」を目的とし

ていることを考えれば、（２）に挙げた「授業

内での学習設計支援活動と授業外での英語学

習を円環的につなぐ」ことが重要であり、その

円環の中心となる支援教材が非常に大きな意

味を持つと考えられる。

そこで、次項では本授業実践のために作成し

た英語自律学習支援ワークシート「Learning
HowtoLearn」の概要について述べることにす

る。

３．LearningHowtoLearnの概要

3.1自律学習に向けた３ステップ

先にも述べたように、現在の高校生は教師の

指導を基盤とした他律的学習により学習を展

開しており、その学習に対する他律性は大学に

入学してからも急には変わらないと考えられ

る。このような学習者に対し、「さあ、これか

らは[|分の力で勉強していくことが大事なん

だから、自分で計画を立てて勉強してください」

と指示したとしても、一部の学習者はやる気を

持って積極的に進めていくだろうが、不確実な

出来事に不安を感じる多くの日本人学習者は、
その場でたじろいでしまい、なかなか先に進め

ない状況に陥ってしまうと考えられる（ホフス
テード，2000)。

本授業実践では、このような学習者に対応で

きるように、GuidedAutonolnySyllabus(Fukuda1
2010）と呼ばれる考えに基づき全体のシラバス

を作成した。GuidedAutonomySyllabusは、簡
単に言えば「教師主導の学習から段階的に自律
的学習に切り替えていく」ことであり、本授業

実践においては以下の３期に分けることで全体
の構成を行っている（各期の概要については、
以下の説明を参照)。

｢導入期」（教師側100％）

教師が主導権を握り学習者の学習を導く
時期であり、本授業実践においては自律
英語学習に必要な知識を導入する時期と
した。

｢指導期」（教師側５０％、学習者側５０％）

自律学習に必要な知識を学習者が教師の
指導の下で試していく時期であり、本授

業実践では、導入期で学んだ内容を基に

しながら教師と供に学習計画を立案・実

行・修正する時期とした。

｢実践期」（学習者１００％）

実際に試したことで得られた知見を基に

学習者が主･体となり学習を進めていく時

期であり、本授業実践では各学習者が自

らの手で英語学習を進めていき、最終的

な振り返りを行う時期とした。

3.2LearningHowtoLearnの概要

今回試作した支援教材「LearningHowto
Learn」は、「学習者が自律英語学習を実践する

ための基盤（特に、学習方法の検討ならびに学

習計画の策定）を提供すること」を||的として

作成されており、大学教養教育における英語授

業（週１回×１５週）で利用しやすいように、計

１５セッションで構成されている。各セッション

のタイトルは以下の表２に示すとおりである。

全体の構成としては、表２中の期別にも示し

ているように､計１５回の授業を３つに分割し、

それぞれ５回ずつを「導入期｣、「指導期｣、「実

践期」としてワークシートの作成を行っている。

各期に割り当てられているセッションの概要

は以下の通りである。セッション１は、全体の

オリエンテーションに相当するため、解説から
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Iま除外している。

表２：セッション一覧表

期別

Ｉ

目標設定と学習計画の立案方法(予見段階）

学習状況のモニタリングに関する方法（遂

行段階）

自己評価とやる気の継続方法（自己内省段

階）

八

のすべてを行うようにワークシートを構成し

ている。なお、セッション１０で「振り返りと

クラス内での発表」（Reflection＆In-class

Presentation）を行うようにしているが、これ

は、ともすれば個人的な活動になりがちな自律

学習に「他の学習者との共同的学び」を取り入

という３点に関するワークを中心にセッション

を構成している。

また、セッション３，４で学習計画を立案す

る際には、セッション６以降に予定している指

導期に向けて学習者がよりスムーズに自律学

習を実施（遂行段階）できるように、ワークを

構成している。

各週の学習'1標と計画の設定（予見段階）

計画に基づく学習の実施（遂行段階）

実施した学習の評価および学習計画の修正

（自己内省段階）

○：セッション中で主に取り扱う自己調整学習プロセス

△：セッション中で二次的に取り扱う自己調整学習プロセス
ーー：セッション中で取り扱わない自己調整学習プロセス

。指導期

続く、指導期（セッション6-10）では、導入

期で学んだ自律英語学習に必要な知識を基に

教師と供に学習計画を立案・実行・修正するこ
とを目的としていることから、

○

。導入期

まず、導入期（セッション２－５）では、教師

の指導の下で自律的英語学習に必要な知識を

導入することを主たる目的としていることか

ら、

表２：セッション一覧表

ＮＣ

２
画一一一一一一一

３
－一一

４
画一一一一

５

６

７

８

９

１０

1１

１２
~一ー－

1３

一
脚
一
喧

一
一

タイトル

Introduction

LeamingPrQjectfbrFutureU

BLlildingLeamingPlan(1)

BuildingLeamingPlan(2)

Assessment＆ＳｅｌｆManagement

lWeeklyExerciSeOl ---

WeeklyExerciseO2

WeeklyExerciscO3

WeeklyExerciseO4

Rcflection＆In-classPresentation(1)

WeeklyExerciseO5

WeeklyExerciseO5

WceklyExerciseO5

Rcflection＆In-classPresentation(2)

Selfevaluation＆Reflection

自己調整学習プロセス

予見段階｜遂行段i階
本授業のオリエンテーション

遂行段階 自己内省段階

○

○

○

○

○
一一一＝一一一一一一一

○

○

○

○

○

△

○

○

○

○

○

○
一一一一一一一一一一一

○

○

○

○

○

一
一
一
一
一
一

一
○
一
○

一
一
一
一
一
一

○
一
○

○

○

導入期

指導期

実践期



れることで、これまで気づかなかった学習方法

などを学習者間で共有してもらうためである。

・指導期

最後の実践期（セッション１１－１５）では、学

習者が自ら自らの手で英語学習を進めていき、
最終的な振り返りを行うことを目的としてい

ることから、基本的には指導期と同じな内容で

ワークシートの構成を行っている。

なお、セッション１４，１５で「振り返りとク

ラス内での発表」（Reflection＆In-class

Presentation）および「自己評価と振り返り」

（Self-evaluation＆Reflection）を行うよう
にしているが、これは本授業全体の振り返りを

通して、授業終了後の自律英語学習について考
えてもらうためである。

４．まとめ

本稿では、（１）長期的視点から英語学習を

捉えなおし、最終的には自律した学習者の育成

に取り組む必要があることを指摘し、（２）学

習者の自律英語学習を支援するための方法論
について、自己調整学習ならびにセルフ・コー

チングという２つのキーワードを基に検討を行

うと供に、（３）本授業実践のために試作した

教材「LearningHowtoLearn」の概要につい

て解説を行った。

今後の方針としては、まず現行の試作版につ

いて検討を継続し、早急にバージョンアップを

行うようにしたいと考えている。今回は、試作

版であったことから内容に関する詳細は解説

しなかったが、次稿において詳細なる解説を行

いたいと考えている。

また、今後完成版を作成するためにも、学期

終了後の授業効果を測定することが求められ

るため、まずはデータを収集し、学期単位での

結果をまとめるようにしたいと考えている。将

来的には長期的な視点から見た授業効果も測

定する必要があると思われるが、まずは学期単

位での結果をまとめてから調査を開始するよ

うにしたいと考えている。
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